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そんな声を聞くことがあった
何をしている病院なの？

近くにあっても知られていない

それでも確かに存在している

愛仁会リハビリテーション病院の日常がここにある

そう

5 補装具の提案
    患者さまの身体機能を確認しながら、患者
    さまに適した最適な補装具を提案する
     

1 理学療法とは　  
    座る・立つ・歩くといっ
    た基本となる動作能力の
    回復を支援する

4 多職種によるカンファレンス　  
    医師をはじめとする多職種で、患者さまの再びその人らしい生活に
    向けてカンファレンスを行う

 2 患者さまに寄り添う
     時には気分転換を兼ね、
     患者さまと憩いのひとと
     きを過ごす     

 3 療養生活を支える
     患者さまに日々関わり、体調の変化を見逃さ
     ない



 愛仁会リハビリテーション病院という名前は知っていても、
 どんなときに、どんな治療をする病院なのか知られていないのでは？
 そうだ、わたしたちの日常を紹介しよう！
 「あいリハ Focus 」はそんな思いから取り組んだ企画です。
  病院で働く職員にフォーカスし、日常をカメラにおさめました。
  この企画を通して、当院のことを知っていただけたら嬉しく思います。　

7 患者さまとのふれあい 
    暖かい日差しに包まれた庭園に出向けば、患者さまとの何げない会話にも花が咲く　

6 ことばに対する言語療法
   「話す」「聞く」などの会話を通し、最適なコミュニケーション手段を見出す     

11 庭園での歩行リハビリ
      穏やかな風に吹かれ、患者さまもセラピストも自然と笑みがこぼれる

10 在宅復帰を見越した支援
     「家族のために料理を作りたい」という気持ちを受け止め支援する     

9 退院後の生活を一緒に考える
    患者さまが安心して在宅復帰で
    きるよう、不安や悩みを踏まえ
    サポートする     

 8 歩行練習を見守り、支える
     日常生活に必要な「歩く」という
     動作の改善に向け、転倒しないよ
     う歩行練習を見守り、支える

ご意見、ご感想を
お待ちしております。
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